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中国の社会・法制事情と日中交流


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































において、対談内容（一 日中合弁会社設立の経緯 二 契約書等の関係文書
および生産量 三 問題点）を整理して、次のようにまとめました。「この対
談には、日中合弁企業に情熱を傾けた日本側当事者の生の体験が多面的に語ら
れている。ブドー酒醸造という特定産業、煙台という地域性、改革開放政策に
ついての対応の地域差、法体制上の未整備と法観念（責任、契約）の希薄さ、
日中間の経営感覚の相違、日中戦争の傷痕などの諸要素を織り成しているとい
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うことができるし、「技術移転」に集約される日中経済交流の難しさを如実に
伝えるものとなっている」（137頁）。
現在、合弁、独資（単独外資、全額外資）などの形態で、中国に進出する企
業は万社を越えるといわれていますが、沿海部と西部地域、合弁型と全額外
資型、環境への配慮、成功例や撤退例などを考慮することが大切のようです。
特に撤退例の詳細がほとんど公表されていないのは、おそらく企業秘密や面子
にかかわる問題があるからでしょう。その意味で、この対談内容は貴重なもの
と自負しています。
「世界の工場」から「世界の市場」に転換しつつある中国に、アパレル、外
食、家電量販、フィルム、コンビニ、スーパー、化粧品、自動車、電気、重機
などの企業が進出してきました。
北京オリンピックと上海万博を開催し、世界第二位の経済大国になり、アジ
アにおける巨大なプレゼンスを誇る中国と「相互依存関係」が深まっており、
中国抜きでは日本の将来は考えられなくなっている状況において、「互恵互利」
「双贏」（shuangyin）や「競存」関係の構築の必要性が強調されています。
現在、国際金融経済の影響、人民元の切り上げ（2005年月固定相場制の
ドル6.845元から8.28元へ、そして2012年月には変動幅を％に変更するな
ど）、企業所得税法の改正（2007年月、2008年月施行）による外資優遇税
（「二免三減」─二年間免税、次の三年間減税）の変更、人件費の高騰と日系
企業での労働者の賃上げストの続発、労働契約法（2008年月）による最低賃
金の導入、賃金の未払いに対する制裁、その他労働条件の改善、人材確保の困
難性など、従来とは異なる投資環境の諸問題があります。（田中信行編『最新
中国ビジネス法の理論と実務』弘文堂、2011年、三村光弘「対外経済法」、前
掲『現代中国法講義』所収、徐治文「グローバル化と中国外商投資企業法」、
前掲『グローバル化のなかの現代中国法』所収を参照）
コストダウンを目指して、「China＋ One」が言われるようになり、インド、
ベトナム、タイ、インドネシア、バングデッシュ、カンボジア、ラオス、ミャ
山梨学院ロー・ジャーナル
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ンマーやロシアなどにシフトする企業が増えています。それとともに、中国の
西部地域への進出を図る企業も見られます。
中国人従業員を管理職に採用したり、日本側社長が誕生会、運動会、カラオ
ケ大会を開いて従業員を気遣うなど、細かい配慮が見られます。（「中国/春
闘0最前線」2011年月30日 NHK・BS）中国進出企業が富裕層や中間層を対
象とする場合、格差や貧困層の問題をどのように考えるか、が重要となりま
す。また日本人の若者の就業の機会を狭める結果を招いていることも考えなけ
ればなりません。
七、「草原情歌」のこと
＊崑崙にとどけとばかり歌ひこむカザフの心「草原情歌」
「草原情歌」は、学生時代に初めて出合った歌です。留学生の歓迎会、そし
て友人やゼミ生の結婚式において、何回か披露しました。中国語で歌える数少
ない歌です。
十年余り前のことだったと記憶していますが、NHK教育テレビの「名曲ア
ルバム」の「草原情歌」を聴く機会がありました。録画して、特に「民族法」
の講義の際に、観賞するようにしています。
この歌は、青海省に居住するカザフ族の民歌といわれます。映像では、吐藩
（チベット）に政略結婚で嫁いだ唐の皇女・文成公主のこと、中国最大の青海
湖、羊とヤク、大草原、この地域に多い少数民族（カザフ族、回族、チベット
族、モンゴル族など）、西寧のイスラム寺院と市場などが、「草原情歌」のメロ
デーとともに紹介され、「悠久、雄大、多様の大地」が凝縮されていることを
感じます。
私は、2000年夏と2003年夏に、この地を訪れ、上記の光景を見ることができ
ました。青海民族学院の交流において、「草原情歌」を参加者とともに一緒に
歌ったことを懐かしく想い出します。
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